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昭和62年度農業観測修正見通しの概要

以下は，昨年12月25日に農林水産省が公表した「昭和

62年度農業観測修正見通し」のあらましである。

1 圏内経済

62年度に入ってからの我が国経済の動向をみると，物

価が比較的落ち着いて推移する中で，円高の影響等から

輸出が減少気味で推移しているものの，個人消費，住宅

投資等の国内需要は堅調に増加し，鉱工業生産は基調と

して増加傾向にあり，雇用情勢も改善の動きがみられる

等，景気は着実に回復しており，政府経済見通しによる

62年度実質経済成長率(実績見込み〉は， 3. 7i%~程度と

なっている。国際収支面では，経常収支，貿易収支とも

大幅な黒字が続いているが，黒字!隔は縮小傾向にある0

2今後の我が国経済の動向については，アメリカを始め

とする海外経済の動向，対米ドル円相場と原油価格の動

き，国内物価の動向，国内の財政金融政策の動向，併せ

て昨年10月中旬の世界的な株式価格の大幅下落の影響等

について注視する必要がある。(表 1)

2 農業就業人口

61年度後半には前年同期に比べ増加した農業就業人口

は， 62年度に入力て雇用情勢が改善していることに加

え，農業就業者の高齢化による引退等の自然減もあって

再び減少傾向で推移し，上期では1.4%減となった。

なお，上期の地域別農業就業人口の動きをみると，中

国，北陸，東北等で増加し，関東，東山，近畿，東海等

で、減少した。

下期についても，全体的には，雇用情勢は引き続き改

善傾向で推移するとみられ，高齢農業就業者の引退等に

よる減少も見込まれることから，年度闘では 1'""'-'3%程

度減少すると見込まれる。

3 農業生産資材価格

62年度に入ってからの農業生産資材の農村価格は，畜
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産用動物など一部品目が上昇したものの，円高等による

輸入原材料価格の下落等を反映して飼料，肥料等が値下

がりしたことから，上期では 3.6%安となった。

下期については，円相場や原油，飼料穀物等の海外原

材料価格の動向にもよるが，ほぼ上期の水準で推移する

とみられ，年度聞では前年度中に大幅な値下がりがあ

り， 61年度前半の水準が後半に比べ高かったことから 1

'""'-'3%程度下回ると見込まれる。(表 2，図 1)

4 農産物需要

近年，家計における食料費支出は停滞しており， 62年

度上期の非農家世帯の 1人当たり実質食料費支出は，食

料品価格が下落する中で総額ではほぼ前年同期並みにと

どまっている。

62年度の農産物の最終需要に影響する実質飲食費支出

は，次のような諸要因からみると，年度を通じてわずか

に増加すると見込まれる。①62年度に入ってからの個人

消費は堅調に推移しており，政府経済見通し(実績見込

み〉においては， 62年度の実質民間最終消費支出の伸び

を3.6%程度と見込んでいる。②62年度の農産食料品の
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表 1 圏内経済の主要指標
(対前年度(同ltJI) j干iif，~ (企)ヰ¥(%)) 

62ij'-}支 62年度 62年
6(民し参2-"間のF考度に)平見よ均通る区 5)- 59年度 60 61 (日通~) (百込~) 資料出所

4~6 月 7~9 月

国民総生産(名目) 6.7 6.0 4.2 <4.6> <4.1> (企02.25) (234.8 ) 経済企画庁 3.9 

/1 (実質) 5.1 4.4 2.6 <3.5> <3.7> (0.30.) 0 (24.0.3 ) " 3.5 

民間最終消資支出(名目) 4.9 4.7 3.5 く5.0> く4.2> (13.4.4 ) (1344 ) " 
/1 (笑質) 2.6 2.8 3.6 く3.4> <3.6> 〔03.78) (03..90 ) /1 3.5 

鉱工業生産指数 9.9 3.4 A 0.5 <2.2> く6.6> 0.8 4.8 通商産業省 4.6 

車Ii'I 出
13.3 3.2 A 1. 3 企 4.8 企 4.0 大蔵省(数 互目主 数)

入
7.0 1.1 14.1 2.7 6.9 " IJ 

車市 出
11. 1 7.7 17.8 7.1 5.7 IJ (j函関額・ト‘ルペース)

人
4.0 企 3.4 企 3.6 15.7 27.1 IJ 

IJ 

貿易収支 CEiJ.Iドル) 45，601 61. 601 101. 648 く81，000> <92，000> 23， 358 2(2P，6) 41 日本銀行 90，700 

経常収支( IJ ) I 37，015 55，019 94，139 く77，000> く82，000> 21. 082 1(9P，9) 01 " 87，000 

総合卸売物価指数 0.4 企 3.3 A 9.4 く1.0> 〈企1.7> ( 企企05. 8. 0 ) A13.2 ) 
(l " A 1.4 

消費者物価指数 2.2 1.9 。。 <1. 6> く0.7> (10.3.2 ) (A002.5 ) 総務庁 0.8 

有効求人倍率(倍) 0.66 0.67 0.62 0.65 0.72 労働省

完全失業率(%) 2.7 2.6 2.8 <2.9> <2.8> 3.1 2.8 総務庁

対米ドル円相場 (PVドル) 224.19 221. 09 159.83 142.67 146.92 日本銀行 140.40 

原(北、1f1毎11(ブスドレルポン/トッバ・ート月レ央価ル{直格) ) 28.4 24.9 14.6 18.6 19.3 W_ S. J_ 

原油輸入価格(ドル/似ーレル) 29.1 27.3 16.5 18.1 18.3 大蔵省 18.4 

注:1) 四半期の( )内は，季節制経済み前期比てーある。ただし，総合卸売物価指数及び消資者物価指数の( )内は，原指数の前期比で
ある。

2) '62年度(当初見通し，笑総見込み)Jの< >内は，政府経済見通しにおける数値であり，いずれも「程度」である。

3) ，民間による62年度見通しの平均」は， 62年10-12月に民間調査機関等17機関から発表された62年度2の経済見通しの数値を単純平均
したものである。

4) (P)は，速報値である。

5) 'W. S. J.J = 'Wall Str巴etJournalJ (アメリカ)

消費者価格は，鶏卵，生鮮肉等が値下がりするとみられ

るものの，前年度安値で推移した生鮮野菜が値上がりす

るとみられること等からほぼ前年度並みと見込まれる。

しかしながら，最近では，食料消費水準が量的に飽和

状態に近づきつつあるとみられるなかで，実質食料費支

出の増加は消費の外部化，サーピス化に負うととろが大

きいとみられることから，食料費支出の増加が農産物需

要の増加に直接は結びつかず，農産物需要は，実質飲食

費支出の伸び、を下回るわす'かな増加にとどまると見込ま

れる。}

5 農産物供給

7 圏内農業生産

62年度の農業生産は，耕種生産については，米は天候

に恵まれ水稲の作柄が「やや良」となったがj作付面積

が減少ョしたiことから-8.8-%減少した。また，転作面積の

増加により作付面積の増加した豆類や，みかんが表年と

なる果実は増加するとみられるが，野菜等はほぼ前年産

並み，春植えばれいしょ等は減少したとみられる。この

結果，耕種総合では4%程度減少すると見込まれる。

繭の生産は掃き立てを中止した農家がかなりみられた

こと等から16%減少した。

畜産生産は，肉用牛がわずかに減少するとみられ，生

乳がほぼ前年度並みとみられるものの， )氏プロイラ

ー，鶏卵等が増加し，全体では 1'%程度増加すると見込

まれる。

以上のことから， 62年度の農業生産総合は 3%程度減

少すると見込まれる。

イ 農産物輸入

62年度上期には，円高の定着，国際価格の低落等を反

映して輸入価格は下落幅を縮少しつつも下落傾向で推移

したこと等から，農産物輸入数量は総じて増加し，全体

では12.3%増加した。

下期の農産物輸入については， コーヒー等は前年同期

に比べ減少するものの，肉類，果実等は増加するとみら
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表 2 農業生産資材等の農家 1戸当たり購入額(実質〉

(対前年度地i成(A.)ネ(%))

区 分 58年度 59 60 61 
62 

(4-9月)

長材 合 計 4.6 4. 7 2.9 2.6 A. 3.8 

月巴 キト 3. 1 2. 7 A. 0.7 6.2 0.3 

飼 来十 2. 1 3. 7 1.3 2.0 A. 6.1 

農業薬剤 7.8 5.9 6. 7 2.6 A. 1. 4 

諸材料・
3.3 9.0 3. 7 3.2 A. 7.4 

加工原料

光熱動力 15.1 5.5 5.4 5.3 A. 7.9 

賃借料
O. 1 3.4 A. 4.6 企1.0 A. 9.1 

及ぴ料金

た 農. 7回t 3. 7 8.2 7.9 A. 0.8 A.20.2 
ー一一一一一一一 上一一一一一 ー一一一一一一

資料:農林水産省「農家経済調査J，r農村物価託金調査」
注. r農家経済調査」における農業経営費のうちの現金支出額(雇用

労貨を除く。)を「農村物価賃金調査」による農業生産資材価格指

数(大農具を|徐<0)により実質化したものである。また，大農具
については r農家経済調査」における岡定資産購入額のうちの大

農具購入額を「農村物価賃金調査」による農業生産資材価格指数

(大農具)により実質化したものである。

ついては，肉用牛は国内生産が引き続き低い伸びにと

どまるとみられるものの，牛肉輸入量の大幅増が見込

まれることからわずかに下回り，肉豚は国内産がわず

かないしやや増加し，輸入量もかなり増加するとみら

れることからやゃないしかなりの程度下回り，鶏卵及

びブロイラーは生産の増加から鶏卵は大幅に，ブロイ

ラーはややないしかなりの程度それぞれ下回り，生乳

は需給の動向からみてやゃないしかなりの程度下回る

と見込まれる。

果実については，みかんは生産量の増加から前年産

を大幅に下回り， りんごは生産量の減少からかなり上

回ると見込まれる。秋冬野菜については，作付面積の

減少等により生産量が減少するとみられること等から

作柄が良く安値であった前年産に比べ大幅に上回ると

見込まれる。

また，行政価格については，米の政府買入価格が5.

95%引き下げられたのを初めとして，総じて引き下げ

が行われた。これらのことから， 62年度の農産物生産

者価格は，総合で、前年度をわすやかに下回ると見込まれ

る。

図1 農業生産資材価格の推移
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れることから，全体ではかなりの程度増加すると見込ま

れる。この結果，年度を通じた農産物輸入全体はかなり

の程度増加すると見込まれる。(表3)

6 農産物生産者価格

62年度上期の農産物生産者価格は，野菜，花き，家畜

等は前年同期を上回ったものの，果実，鶏卵，生乳，肉

畜等が下回り，全体では1.7%下落した。思

下期の主要な農産物生産者価格の見通しは，畜産物に

7 10 1 4 7 10 

62年

7 農家経済

62年度を通じた農家総所得〈全国 1戸当たり平均〉に

影響を及ぼす諸要素についてみると次のとおりである。

農業粗収益面では，農業生産の見通し及び農産物生産

者価格の見通しからみて，耕種部門については，主体を

占める稲作は，作柄が「やや良」とみられるものの，転

作面積の増加，価格の低下等からかなり大きく減少する

とみられるまた，果樹はほぼ前年度並みとみられるが。
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表 3 主要農産物の輸入数量指数の動向

61年度(概算) 対前年度(同 j切)増減(...)率

輸入金古賀比本 指 数 58年度 59 60 61 
62 

(4 -9月)

農 産 物 合 10，000 128.6 6.1 2.2 3.6 9.2 12.3 

7 ち

麦 519 98.8 1.0 1.6 ... 6.5 2.0 ... 2.1 

大 麦 84 93.6 35.2 2.4 企1.3 企 17.2 企 19.4

とつもろこし 677 109.0 1.7 企 8.2 3.1 2.1 22.9 
(飼料)

グレーンソルカ、ム 264 113.8 4.9 38.8 6.2 ... 2.1 ... 23・4

大
(飼料)

!fL 702 111.1 5.4 企 3.7 4.9 0.7 企 0.9

菜 f]T[ 205 148.9 ... 0.6 4.0 14.2 8.0 13.5 

粗 事告 174 79.7 1.9 ... 4.9
1 

... 2.5 企 1 .2 企 10.6

コーヒー・その調製品 670 134.2 5.0 6.4 9.4 ... 2.8 22.6 

ノt ナ ナ 242 106.1 ... 24.0 21. 7 ... 1.7 12.4 0.8 

レモン・ライム 60 126.7 9.4 5.6 ... 11.3 14.7 2.9 

オ レ ン ン 65 166.0 3.8 6.7 19: 1 6.5 2.2 

グレープフルーツ 89 147.7 7.5 ... 17.5 ... 6.9 49.0 O. 1 

ノf インアップ lレ 42 140.5 企 20.0 21. 3 13.9 8.9 企 0.2

その他の生‘鮮果実 60 728.0 100.8 31. 4 67.6 24.4 59.3 

牛、 |勾 357 146.9 4.5 3.1 5.3 17.7 17.4 

豚 肉 683 190.2 36.7 企 3.2 3.9 7.4 38.1 

羊 肉 72 99.6 ... 15.5 1.9 2.3 0.3 ... 8.2 

馬 肉 34 65.4 ... 7.6 8.7 .... 5.1 企 9.6 ... 9.2 

Jl~ 肉 188 257.8 ... 8.1 12.6 2.2 64.3 17.2 

目出展品・烏卯 230 114.7 企1 .8 2.2 3.6 9.1 1.4 

農産物輸入価格指数(総合) 60.8 ... 0.4 2.9 ... 15.0 ... 27.0 企 13.0

資料:農林水産省「農林水産物輸出入の数量・ 1i師絡指数J (MI¥， *-毛，天然ゴムを除 C 55年=100)
よi，:牛肉，豚肉には， <ず肉，臓総を含まない。

その他の生ff!i果実は主にキウイフルーツである。

野菜はかなり大きく増加するとみられる。これらのこと

から耕種全体ではやや減少すると見込まれる。

また，畜産部門については，鶏卵が大幅に減少するほ

か，生乳，ブロイラーがかなりの程度，豚及び肉用牛が

ややそれぞれ減少するとみられること等から畜産全体で

はかなりの程度減少すると見込まれる。

以上から，年度聞の農業粗収益はやや減少すると見込

まれる。

農業経営費については，農業生産資材の投入量が 1"，，-，

3%程度減少し，農業生産資材の農村価格も円高の定着

等により前年度水準を 1""-'3%程度下回るとみられるこ

とから，現金支出はわずかないしやや減少すると見込ま

れる。また，固定資産の償却費は，固定資産購入の推移

等からみてわずかに増加すると見込まれることから，年

度聞の農業経営費はわずかに減少すると見込まれる。

以上から，年度聞の農業所得はかなりの程度減少する

と見込まれる。

農外所得については景気が回復傾向にあるものの，賃

金上昇率が前年度を下回る低い伸びになるとみられるこ

と等から，前年度程度のわずかな増加と見込まれる。ま

た，年金，被贈等の収入については前年度の伸びを下回

るわずかな増加と見込まれる。

以上のことから，年度問の農家総所得〈全国一戸当た

り平均〉はほぼ前年度並みと見込まれる。

8 海外農産物需給

位界の穀物生産量は，小麦については，カナダ， ソ連

等でかなりないし大幅な減産とみられること等から，全

体では前年度を 5.3%下回る 5億80万トンと見込まれて

いる。また，飼料穀物についても，ソ連，中国，アルゼ

ソチγ等ではややないしかなりの増産とみられる:もの

の，アメリカ，東欧等ではかなりないし大幅な減産とみ

られることから，全体では前年度を 4.2%下回る 9億9，

760万ト γと見込まれている。

これらのことから，世界の穀物生産量は，史上最高と

なった前年度を 4.7%下回る121:意:9，840万トソと見込ま

れている。

世界の穀物需給は，小麦，飼料穀物ともやや改善の方

向に向かうとみられるものの，基調としては引き続き過

剰基調で推移するものと見込まれる。

世界の大豆生産量は，アメリカ，プラジル，アノレゼン
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チン等で増産とみられることから， 3.6%増の 1億180万

トンと初めて 1億ト γを突破すると見込まれている。一

方，消費量は 3.0%増の 1億 410万トンと見込まれ，消

費量が生産量を上回ることから在庫率(1988年央〉は前

表4 世界の穀物，大豆の需給動向

年の21.3%から18.4%に低下すると:みられる。このた

め，世界の大豆需給はかなり改善されると見込まれる。

(表 4)

(単位:100万 t，%) 

1980/81 1981/82 1982/83 1983/84 1984/85 1985/86 1986/87 1987/88 対則年度
区 分 年度 (見込み) (子iltiJ) 増減(.)率

生 麦 443.0 449.5 477.3 489.4 511. 5 499.2 528.8 500.8 企 5.3
飼料穀物 732.0 766.3 783. 7 687.0 813.8 842. 1 833.0 797.6 企 4.2

産 大 旦 81. 1 86.6 93. 7 83.0 93.0 97.3 98.3 101. 8 3.6 

j自 麦 443.8 443.6 462.0 482.2 495.6 487.3 518.9 521. 4 0.5 
飼料穀物 743.9 738.2 752.3 761. 9 783.0 766. 7 802.8 817.6 1.8 

費 大 」仁Lゴ 83.8 87.8 91. 3 86.4 89.5 91. 6 101.1 104. 1 3.0 

輸入出

麦 94. 1 101. 3 98. 7 102.0 107.0 84.8 91. 3 100. 1 9.6 

飼料穀物 107.8 96.6 89.9 93.0 100.6 83.2 83. 7 85.8 2.5 

期末在庫

麦 81. 2 87.0 102.3 109.5 125.4 137.2 147.2 126. 5 .A 14.1 
飼料穀物 92.4 120.4 152.0 77. 1 107.9 183. 1 213.3 193.4 企 9.3
大 豆 17.0 15.9 17.9 15.2 18.6 24.3 21. 5 19. 2 企 10.7 

率庫在

麦 18.3 19.6 22. 1 22. 7 25.3 28.2 28.4 24.3 
飼料穀物 12.4 16.3 20.2 10.1 13.8 23.9 26.6 23. 7 
大 豆 20.3 18. 1 19.9 17.6 20.8 26.5 21. 3 18.4 

資料:小麦，飼料穀物はUS DA12月11日発表等，大豆はオイルワールド12月4日号等
注:1) 年度は，小麦が7-6月，飼料穀物及び大豆が10-9月である。

2) 飼料穀物は， とうもろこし，大変，えん麦，ソルガム，ライ麦， ミレット， ミックスドグレーンを含む。
3) 在庫率は，期末在庫を消費で除したものである。

図2 米価格の推移
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(参考〉世界の米需給

1987/88年度の世界の米生産量〈もみベース〉は，中

国でわずかに増加するとみられるものの，他のアジア諸

国が干ばつや洪水被害を受けたことから，全体では前年

度を 5.0%下回る 4億 4，240)万トンと見込まれている。

米はもともと自給的性格の強い商品であることから，

世界の貿易量は生産量の 3'"'-'4%を占めるにすぎず，小

麦や飼料穀物と比べて著しく少なし、。

1988年の貿易量〈精米ベース〉は，アメリカ，中国の

輸出が増加するとみられるものの，タイ，パキスタン等

の輸出が1987/88年度の減産によって大幅に落ち込むと

みられることから，全体では1987年を16.8%下回る1，000

万トン程度と見込まれている。また，主要国の在庫も19

70年代半ば以来の低水準になると見込まれることから，

世界の米需給はひっ迫傾向で推移すると見込まれる。

(図 2)
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ロングの追肥
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と

高知県南国市砂質畑における

ハウス果菜類に対するロング肥料の施用(その 2)

昭和62年 8月

チッソ旭肥料株式会社

B 南国市砂質畑の果菜類に対し 表 1-1 元肥設計(昭和61年度，南国市砂質畑，ロンゲと慣行施肥の比較〉

てロンゲを用いた具体的な施肥

設計

1 昭和60・61両年度のロンゲ施

用における問題点

1 )栽培者の意見

昭和62年 6月23日，南国市三和

地区の砂質畑でハウス果菜類を栽

培している農家の方約30名が集ま

り，砂質畑においてロングを中心

とした前 2か年間の成績に基ず

き，問題点および今後の取り組み

について検討された。なお，この

検討会の出席者は農家のほかに経

済連・三和農協・南国農業改良普

及所・メーカーの各担当者であっ

た。農家の意見を要約すれば以下

のようであった。

(1) ロングは価格が高し、。

(2) ロングが施用された果菜類

の生育初期は好成績であるが， 11

月下旬から翌年 3月中旬にかけて

葉色が淡くなり，この期間ロング

のみでは低収となる。

(3) ロング肥料を施用しておく

と， 3月下旬以後の温度が高くな

って茎葉が繁茂するようになる

と，追肥の必要が無くなり身体が

大変楽である。

(4) しかし，この検討会に出席

した農家り中で、ロング肥料を全面

的に否定するものはし、なかった。

この事実は今後ロ γグ肥料の合理

的な施用法の早急な確立を希望し

ているものと推察された。

2)昭和61年度試験結果のまとめ

〈南国農業改良普及所〉

昭和61年度に実施されたピーマ

Jft 
三要素量 kg/10a 有機物 元 JIE 矯f]T(

目 施用量
投入量農 笑 肥料名 施 用

区
kg/10a 

N P206 K20 kg/10a 月日 月日 月日

実ロ 各農家 ロング 270 540 70.2 16.2 59.4 
地ン 重焼燐 120 42.0 'Ift行区にi手じる
区EグE 共 通 〆fι二〉、ちjj-j' 70.2 58.2 59.4 

?I11粕 750 37.5 15.0 7.5 籾殻 9月

A にしめ 500 31. 5 65.0 9月 8月 / 
熔燐 20 1500 / / 19-

L〆 研l加 60 30.0 5日 3日 20日

よIコ入 69.0 84.0 37.5 25日

B 油粕 720 36.0 14.4 7.2 稲葉 9/27 

パーヘクト 1000 24.0 36.0 20.0 1000 8/9 -28 

ン A 口 60.0 50.4 27.2 9/5 
官当 ?fll粕 750 37.5 15.0 7.5 稲葉

C 
砂地配合 9/7 8/8 9/27 1000 50.0 70.0 30.0 2500 

1t M~加 50 25.0 
ン

メ口入 87.5 85.0 62.5 
区 D 砂地配合 850 42.5 59.5 25.5 

1仁入I 42.5 59.5 25.5 
9/8 8/16 9/28 

ピ
( 

対 E 
?Al粕主休 ? 90.0 ? ? 

ピ

!!i¥ 油粕 1000 50.0 20.0 10.0 
F 

熔燐 稲葉 9/27 区 150 30.0 

) 新訪日 80 40.0 500 9/9 8/16 -30 
ピ

1} 50.0 50.0 50.0 

G 泊l粕 600 30.0 12.0 6.0 8/14 

砂地配合 320 16.0 22.4 9.6 7/12 9/5 

ナ 燐酸 X X -15 

ス ムロ、 46.0 34.4x 15.6 

H ?Ill粕 450 22.5 9.0 4.5 

砂地配合 780 39.0 54.6 23.4 稲龍 8/19 7/10 8〆'24
ナ 珪酸加旦 120 24.0 2000 

ス 1口5、 61. 5 63.6 51. 9 

iUl粕 450 22.5 9.0 4.5 
I 

砂地配合 8/18 7/8 8/31 1200 60.0 84.0 36.0 
小ナス

メ口入 82.5 93.0 40.5 

石灰窒素 20 4.0 
J 

?1M白 1008 50.4 20.2 10.1 8/16 10/1 

石iilE力日 96 48.0 
ピ

メ口入 54.4 20.2 58.1 

K 
慣行区を設置せず、全量ロング区 9/10 8/18 9/28 

ピ

注:実証区(ロング)はA-K農家まで全戸悶量であった。
シ……シシトウカ、ラシ ピ……ピーマン
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表 1-2 追肥の施用収態

農家 区 10月 11 12 1 2 3 4 5 6 

ロング 千代田 lOkg lOkg lOkg 10kg lOkg lOkg 

A 
慣 行 千代田 lOkg lOkg lOkg lOkg lOkg lOkg lOkg 

ロング 21.ポーラス 1 ポーラス

B 
慣 行 追肥

ロング 1液1肥18. 27 1ふ7.り2HE2 1ふ6り肥 1ふ3.1121巴O. 27 Lふ t)7目HE14.22 1液1肥20 l 液肥

C 
1液1.肥18. 27 3ふ0り肥慣 行 " " fI fI fI 

ロング 油粕 55kg 油粕 55kg 油粕 55kg i由市古 55kg 

D 
慣行 3i由1.粕 30kg

ロング
E 

I由粕 慣行に同じ

慣行 i由粕 45kg 月 4回 月3回

ロング
柑1粕

F 
慣行 追肥 60kg/ 10a 15日お きに施用

ロング 下旬より 砂 地自己合 15日に 1回ずつ地用

G 
'1"質行 追肥

ロング 液Î~I紅~ïõ日に 1回
H 砂地配合

慣行 10日lこ 1回

ロング 油粕 20 70kg 

慣行 追ME

ロング
月1回 月1回

f由担1 65kg t由粕 33kg 
J 

慣行
月2回 月2闘 液肥月 1回

t由粕 29kg 油粕 72kg 

K ロング 1由粕 18kg 油粕 18kg j由粕 43kg 油粕 43kg 

図B シシトウ，小ナスの旬別収穫果
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表2 昭和61年度南国市砂質畑におけるハウス果菜類の旬別

平均収用
kg/10a 

収桜期間 シシトウガラシ(3戸) 小ナス(3戸)

月 句 慣行 IK ロング区 慣行区 ロング区

上 173 140 

10 12 14 153 168 

下 86 96 255 266 

上 142 155 233 250 

11 中 276 299 245 252 

下 280 286 298 298 

上 418 414 327 331 

12 中 270 279 223 185 

下 232 204 167 157 

上 126 114 112 109 

1 中 188 179 247 230 

下 278 224 392 378 

上 420 481 290 266 

2 中 404 406 236 246 

下 278 273 209 217 

上 347 325 404 402 

3 中 394 395 445 428 

下 404 350 443 384 

上 343 393 311 335 

4 中 290 324 264 315 

下 283 431 349 372 

上 532 475 513 556 

5 中 368 353 630 636 

下 487 485 393 412 
--'--ー

|収穫全果重 I6，858 6，955 7，312 7，347 

ン・シシトウ・小ナスにたいするロング肥料の施用試

験は南国農業改良普及所によってまとめられた。第 1

表は試験設計を示したが， ロング区には農家が追肥を

施用し厳密にはロング区でなかった。第 2表はシシト

ウ・小ナスについてそれぞれ 3戸の農家につき旬別の

収穫果重についての平均値をしめしたが，ピーマンの

みは数値が病害によって乱れていたので第 2表から省

略した。これらは第 6図にしめした。

旬別の収穫果重は，シシトウ・小ナスの両野菜にお

ける慣行・ロソグの両区とも12月上旬がピーグとな

り，それから 1月上旬にかけて急速に低下した。収穫

果重は，この時点を最低量とし，シシトウは 1月下

旬，小ナスは2月上旬にかけて 2度目のピークをしめ

した。ピーマソは図示しなかったが，どちらかと言え

ば小ナスに近い状況で経過した。

以上の結果，施用N量・施用Nの形態によって果菜類

の収量は差がない事が判ったので，昭和62年度はロン

グ肥料を組込み， 12月下旬から 1月上旬にかけての低

収を防止しようとした。具体的には，施用N量は60・

61両年度の数値を用い，温度によるNの溶出率の低下

の対策は追肥Nを施用することとした。(続く〉

0-0 

お詫び

1987年12月号福岡県北九州農業改良普及所小倉支

所村田雅俊様のお名前を誤植しました事を謹しん

でお詫び申し上げます

1987年12月号訂 正

目次中の 誤全農本所・林肥料技術普及課

正全農本所・肥料技術普及課

7頁の見出し 誤 '87年本誌既刑総目次

正 '87年本誌既刊総目次


